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二
月
二
日
「
国
際
親
善
・
平
和
友

好
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
日
本
を
と
り
ま
く

諸
情
勢
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
で
起
こ
っ

て
い
る
情
勢
を
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
こ
う
と

計
画
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
岩
波
書
店
「
ア
ジ
ア
力

の
世
紀
ー
ど
う
生
き
抜
く
の
か
」
の

著
者
で
、
ア
ジ
ア
地
域
統
合
、
国
際

政
治
経
済
学
、
ア
メ
リ
カ
外
交
の
専

門
家
で
あ
る
進
藤
榮
一
筑
波
大
名
誉

教
授
に
、
今
後
の
日
本
の
と
る
べ
き

方
向
と
し
て
、
ア
ジ
ア
と
の
相
互
依

存
、
連
携
の
重
要
性
を
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
「
米
国
の
衰
退
と
は
対

照
的
に
、
ア
ジ
ア
経
済
の
成
長
は
堅

実
だ
。
中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
軸
に

し
た
あ
た
ら
し
い
時
代
が
来
た
」
と

話
さ
れ
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
難
産
の
危
機

に
あ
え
い
で
お
り
、
東
ア
ジ
ア
共
同

体
形
成
の
動
き
が
進
ん
で
い
る
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
１
９
世
紀
の
産
業
革
命

は
各
国
が
軍
事
力
に
よ
っ
て
、
領
土

を
拡
大
し
資
源
を
収
奪
す
る
テ
リ
ト

リ
ー
・
ゲ
ー
ム
を
展
開
し
パ
ク
ス
・

ブ
リ
タ
ニ
カ
の
世
紀
を
、
２
０
世
紀

の
工
業
革
命
は
大
量
生
産
、
大
量
消

費
、
大
量
廃
棄
す
る
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
・
ゲ
ー
ム
を
基
軸
に
、
パ
ク
ス
・

ア
メ
リ
カ
ー
ナ
の
世
紀
を
、
２
１
世

紀
は
第
三
の
産
業
革
命
と
し
て
情
報

革

命

が

進

展

し

、

知

識
情
報
集
約
的
な
軽
薄
短
小
型
の
産

業
へ
と
変
わ
り
持
続
可
能
性
を
最
大

化
さ
せ
る
」
と
解
明
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
国
際
親
善
・
平

和
友
好
運
動
七
団
体
有
志
の
よ
び

か
け
で
開
催
さ
れ
、
九
十
名
が
参

加
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
力
の
世
紀-

ど
う
生
き
抜
く
の
か

進
藤
教
授
が
ア
ジ
ア
地
域
統
合
の
動
き
を
解
明

府連通信

日中友好 春のつどい
日 時：２月２３日(日)14：00～（要予約）

会 場：興隆園(地下鉄谷町６丁目④出口南へすぐ）

参加費：飲める人4,000円、飲めない人3,000円

毛幹霖さんのバイオリン演奏や、太極拳の表演、胡弓演

奏、中国語のひとことスピーチなど、みんなで楽しいひと

時を送りましょう。さそいあってお越しください。

「
中
国
を
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
う
」

た
め
「
中
国
百
科

検
定
」
試
験
を
、
三
月
二
一
日

（
金
・
祝
日
）
、
関
西
大
学
・
天

六
学
舎
で
行
な
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
式
テ
キ
ス
ト

「
中
国
百
科
」
２
８
０
０
円
を
発

刊
し
ま
し
た
。
中
国
を
知
る
た
め

の
手
軽
な
「
百
科
事
典
」
で
も
あ

り
、
何
か
事
件
が
お
こ
っ
た
ら
本

書
で
確
か
め
た
り
、
世
界
遺
産
を

巡
る
旅
行
や
、
現
代
中
国
の
教
育

事
情
を
調
べ
て
い
た
だ
く
の
も
い

い
で
し
ょ
う
。

今
回
受
験
し
な
い
人
も
ぜ
ひ
手

元
に
置
い
て
ほ
し
い
書
籍
で
す
。

現
時
点
で
中
国
全
体
を
理
解
す
る

最
適
の
図
書
と
し
て
推
薦
ま
す
。

大
阪
府
連
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

「
中
国
を
も
っ
と
知
ろ
う
」

三
月
に
中
国
百
科
検
定
試
験

西支部企画 平和を求めて中・ロ国境へ
日 時：５/９（金）～１４（水）

旅行費用：168,000円(１０名以上参加の場合)

申込締切：４月２５ 日（金）

(旅程)関空発仁川経由ハルピンへ～方正にて残留

孤児又は婦人との交流～佳木斯・長谷川テルの墓

（市内の烈士陵園）見学～国境の町綏芬河～牡丹

江見学～長春市内見学～仁川経由関空へ

か
つ
て
欧
米
植
民
地
主
義
の
暴
虐

に
抗
し
て
「
ア
ジ
ア
は
一
つ
」
を
謳
っ

た
「
東
洋
の
告
知
者
」
岡
倉
天
心
が

死
し
て
百
年
、
い
ま
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
の
疾
風
が
吹
き
荒
れ
る
中
に
あ
っ

て
、
ポ
ス
ト
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向

け
て
、
も
う
一
つ
の
ア
ジ
ア
を
つ
く

る
動
き
が
台
頭
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
が
領
土
問
題
と
歴
史
問
題

で
争
い
合
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
底
流
に
は
、
近
代
以
降
、

初
め
て
ア
ジ
ア
が
、
一
日
経
済
圏
を

背
景
に
「
一
つ
の
ア
ジ
ア
」
と
し
て

相
互
連
携
を
強
め
る
動
き
が
あ
る
。

（
岩
波
新
書
「
ア
ジ
ア
力
の
世
紀
」
ま
え

が
き
よ
り
、
事
務
所
に
在
庫
あ
り
ま
す
）

進
藤
榮
一
さ
ん
１
９
３
９
年
北
海
道

生
ま
れ
、
京
都
大
卒
、
現
在
、
筑
波

大
学
院
名
誉
教
授
、
国
際
ア
ジ
ア
共

同
体
学
会
会
長
・
代
表
、
東
ア
ジ
ア

共
同
体
評
議
会
副
議
長
、｢

ア
メ
リ
カ

黄
昏
の
帝
国
」
な
ど
著
書
多
数
。

「
ア
ジ
ア
力
の
世
紀
」
紹
介

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
中
国
脅
威
論
の
ウ
ソ
を
暴
く

講
演
会

進
藤
榮
一
著



昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ア
ピ
ー

ル
署
名
に
、
大
阪
府
下
か
ら
多
数
の
賛

同
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
中

友
好
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
が
、
順

次
、
大
阪
府
連
通
信
に
も
紹
介
し
ま
す
。

林
田
時
夫
さ
ん
（
劇
団
き
づ
が
わ

代
表
・
演
出
家
）
「
す
べ
て
の
紛
争
を

平
和
的
手
段
に
よ
り
解
決
し
、
武
力
ま

た
は
武
力
に
よ
る
威
嚇
に
訴
え
な
い
こ

と
」
と
の
日
中
平
和
友
好
条
約
の
精
神

に
基
づ
き
、
平
和
的
外
交
努
力
、
話
し

合
い
に
よ
る
解
決
を
望
み
ま
す
。

浅
野
弘
樹
さ
ん
（
元
府
会
議
員
）

「
私
は
上
海
で
生
ま
れ
少
年
期
を
過
ご

し
ま
し
た
。
議
員
に
な
っ
て
大
阪
府
・

上
海
市
友
好
協
定
に
も
立
ち
会
い
ま
し

た
。
両
国
が
一
日
も
早
く
友
好
関
係
を

修
復
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。
」

新
庄
佑
三
さ
ん
（
合
唱
団
員
）

「
日
本
と
中
国
の
人
民
は
と
も
に
心
を

結
ん
で
日
本
や
ア
メ
リ
カ
の
侵
略
戦
争

と
対
決
し
て
き
た
歴
史
を
持
ち
ま
す
。

そ
の
人
間
と
し
て
の
誇
り
を
受
け
つ
い

で
両
国
が
理
性
的
な
話
し
合
い
を
通
じ

て
問
題
の
解
決
を
図
ら
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
」

小
林
徳
子
さ
ん
（
大
阪
平
和
委
員

会
副
会
長
、
元
大
阪
府
会
議
員
）
「
日

本
と
中
国
の
国
民
は
永
遠
の
朋
友
で
す
。

両
国
政
府
の
平
和
的
な
話
し
合
い
で
必

ず
解
決
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
共

同
の
利
益
は
共
同
で
分
け
あ
い
ま
し
ょ

う
。
東
南
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
に
！
」

千
葉
陽
子
さ
ん
（
ア
ル
バ
イ
ト
）

「
領
土
問
題
は
い
が
み
合
う
だ
け
で
は

い
つ
ま
で
も
解
決
し
ま
せ
ん
。
日
中
両

政
府
は
平
和
的
な
話
し
合
い
を
冷
静
に

す
す
め
て
下
さ
い
。
」

小
川

碧
さ
ん
（
新
日
本
婦
人
の

会
西
宮
支
部
）
「
私
は
旧
満
州
と
北
京
・

南
京
・
上
海
に
行
き
、
日
本
は
中
国
に

何
と
い
う
ひ
ど
い
事
を
し
た
の
か
と
本

当
に
言
葉
も
で
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

中
国
の
人
は
「
許
そ
う
し
か
し
忘
れ
ま

い
」
と
い
う
態
度
で
接
し
て
く
れ
、
戦

犯
や
残
留
孤
児
に
対
す
る
温
情
に
は
本

当
に
感
動
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
尖
閣
問

題
や
領
空
圏
の
こ
と
は
全
く
不
可
解
で

す
。
今
は
何
事
も
武
力
で
は
解
決
せ
ず
、

話
し
合
い
で
解
決
す
る
時
代
だ
と
思
い

ま
す
。
」
本
日
ま
で
に
百
名
を
超
え
ま

し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
下
さ
い
。
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一
月
十
九
日
の
第
三
回
研
究
会
は

渡
辺
会
長
は
じ
め
十
二
名
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
、
西
脇
義
彦
さ
ん
が

「
大
谷
禎
之
介
『
現
存
社
会
主
義
は

社
会
主
義
か
』
」
の
論
旨
を
丁
寧
に

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

共
産
主
義
・
社
会
主
義
社
会
を
マ

ル
ク
ス
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
概
念

に
そ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性

と
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
こ
れ
ま
で
定

説
と
さ
れ
て
き
た
「
分
配
論
」
的
理

解
や
、
「
段
階
論
」
的
理
解
の
是
正

の
重
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

討
論
の
中
で
は
、
共
産
主
義
・
社

会
主
義
社
会
の
理
解
の
軸
は
、
そ
の

主
体
が
「
結
合
し
た
（
ア
ソ
シ
エ
イ

ト
さ
れ
た
）
労
働
す
る
諸
個
人
で
あ

る
」
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
日
の
高
度
に
発
達
し
た
資
本
主

義
（
国
家
独
占
資
本
主
義
）
を
ど
う

理
解
す
る
か
、
国
有
と
社
会
的
所
有

と
の
ち
が
い
、
現
代
の
日
常
社
会
に

芽
生
え
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
中

国
に
お
け
る
資
本
主
義
経
済
学
の
教

育
と
研
究
の
現
状
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
脇
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党

と
日
本
共
産
党
の
理
論
会
談
で
の
不

破
哲
三
さ
ん
の
議
論
は
、
今
回
の
研

究
会
の
テ
ー
マ
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
お

り
、
学
者
の
文
章
に
比
べ
て
実
践
的

理
論
家
の
文
章
は
大
変
分
か
り
や
す

い
、
ぜ
ひ
併
せ
て
読
ま
れ
る
よ
う

（
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
一
月
八
〜
十
日
）

と
推
奨
さ
れ
ま
し
た
。

次
回
の
第
四
回
定
例
研
究
会
は
三

月
二
三
日
（
日
）
二
時
か
ら
府
連
事

務
所
で
開
催
し
ま
す
。
叶
秋
男
「
ソ

ヴ
ェ
ト
経
済
体
制
の
性
格
規
定
と
ス

タ
ー
リ
ン
体
制
現
出
の
諸
要
因
」
を

テ
キ
ス
ト
に
、
福
本
吉
彦
さ
ん
が
報

告
を
担
当
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
「
国
家
資
本
主
義
の

定
義
」
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
読
む

際
に
、
叶
氏
が
「
ソ
連
が
社
会
主
義

で
は
な
く
、
資
本
主
義
で
あ
っ
た
」

こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
論
証
さ
れ
て

い
る
か
に
注
目
す
る
よ
う
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。
研
究
会
メ
ン
バ
ー
に
は
、

近
く
資
料
と
案
内
を
送
り
ま
す
。

（
副
会
長

山
本
恒
人
）

国
有
と
社
会
的
所
有
と
の
ち
が
い
？

定
例
研
究
会
「
中
国
の
体
制
を
考
え
る
」
③

一
月
十
二
日
、
大
阪
府
連
主
催

「
２
０
１
４
新
春
太
極
拳
初
稽
古
」

が
北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
京
都
、
和
歌
山
、
奈
良
な

ど
各
教
室
か
ら
３
０
数
名
が
、
キ

ラ
キ
ラ
の
太
極
拳
ウ
エ
ア
ー
で
二

十
四
式
太
極
拳
や
風
華
太
極
拳
、

太
極
扇
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

終
了
後
、
体
育
館
前
の
公
園
で

差
し
入
れ
の
お
酒
で
カ
ン
パ
イ
し
、

新
春
を
祝
い
ま
し
た
。

（
Ｔ
）

守
口
支
部
新
春

初
稽
古
は
十
三
日

（
成
人
の
日
）
に

守
口
市
民
体
育
館

で
十
四
教
室
か
ら
七
七
名
の
参
加

で
行
い
ま
し
た
。
開
講
式
で
は
松

尾
豊
大
阪
府
連
理
事
長
か
ら
挨
拶
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で

練
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
二
十
四
式
太
極
拳
、
四

八
式
太
極
拳
、
陳
式
簡
化
八
式
太

極
拳
の
三
組
に
分
か
れ
て
練
習
し
、

昼
か
ら
は
各
組
の
成
果
発
表
を
兼

ね
た
表
演
に
加
え
、
太
極
功
夫
扇
、

自
選
剣
、
三
二
式
太
極
拳
な
ど
七

種
目
の
表
演
も
あ
り
ま
し
た
。

恒
例
の
お
年
玉
抽
選
会
で
は
、

多
数
の
当
選
で
新
春
を
お
祝
い
し

ま
し
た
。

（
Ｎ
）

大
阪
府
連
と
守
口
支
部
が

太
極
拳
新
春
初
げ
い
こ

日
中
新
聞
新
年
号
へ
の
祝
賀
広

告
に
、
二
八
団
体
か
ら
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
年
二

回
、
大
会
記
念
と
新
年
号
に
各
団

体
へ
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

尖
閣
問
題
ア
ピ
ー
ル
署
名

多
く
の
方
か
ら
賛
同
の
署
名
が

新
年
号
祝
賀
広
告

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


